
１
０
０
年
前
に 

始
ま
っ
た
ペ
ー
ジ

　

山
中
湖
セ
ン
タ
ー
（
以
下

：
山
中
）
は
２
０
２
３
年
に

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
１
０
０
年
と
い
う
歴
史

の
中
で
、
長
く
山
中
を
大
切

に
し
、
愛
し
、
支
え
て
く
だ

さ
る
方
が
多
く
い
る
こ
と
を

覚
え
、
心
か
ら
感
謝
を
い
た

し
ま
す
。

　

小
林
弥
太
郎
氏
を
含
む
４

人
が
１
９
２
３
年
４
月
に
駿

河
小
山
駅
か
ら
明
神
峠
、
三

国
峠
を
越
え
て
視
察
に
訪

れ
、
そ
の
年
の
夏
に
キ
ャ
ン

プ
が
行
わ
れ
た
時
か
ら
山
中

の
ペ
ー
ジ
は
始
ま
り
ま
し

た
。
１
０
０
年
も
の
間
、
山

中
を
守
り
続
け
て
き
た
方
々

の
働
き
や
思
い
を
書
き
記
す

と
し
た
ら
、
何
ペ
ー
ジ
く
ら

い
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
今

年
９２
回
目
を
数
え
、
山
中
の

歴
史
と
共
に
歩
ん
で
い
る

「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
家
族
キ
ャ

ン
プ
（
現
在
：
山
中
家
族
キ

ャ
ン
プ
）」
も
山
中
の
歴
史

を
象
徴
す
る
キ
ャ
ン
プ
の
一

つ
で
す
。

危
機
を
乗
り
越
え
、 

今
な
お
〝
人
を
育

て
る
場
〟
と
し
て

　

先
人
た
ち
の
様
々
な
思
い

で
つ
づ
ら
れ
て
き
た
ペ
ー
ジ

も
、
途
切
れ
そ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後

の
農
地
改
革
に
よ
り
、
不
在

地
主
と
さ
れ
た
山
中
が
土
地

の
所
有
権
を
失
い
か
け
る
事

態
と
な
っ
た
た
め
で
す
。
そ

れ
は
、
山
中
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
に
お
け
る
教
育
キ

ャ
ン
プ
の
歴
史
が
途
絶
え
て

し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
大
き

な
危
機
で
し
た
。
そ
の
危
機

を
救
っ
た
の
が
、
主
事
で
あ

っ
た
原
直
治
郎
氏
と
そ
の
家

族
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
を
守

る
た
め
、
東
京
か
ら
山
中
湖

に
移
り
住
み
、
何
年
も
か
け

て
交
渉
と
実
績
を
重
ね
ま
し

た
。
冬
は
マ
イ
ナ
ス
２０
度
を

超
え
る
厳
冬
の
地
に
移
住
し

た
ご
家
族
の
計
り
知
れ
な
い

労
苦
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
功
績
が

な
け
れ
ば
、
教
育
キ
ャ
ン
プ

の
歴
史
も
山
中
も
途
絶
え
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
こ
の
献
身
的
な
働
き

の
お
か
げ
で
存
続
し
た
山
中

は
、
そ
の
後
の
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
会
員
活
動
に
も
大
き
く

貢
献
し
、
人
を
育
て
る
場
と

し
て
今
日
ま
で
多
く
の
キ
ャ

ン
パ
ー
の
成
長
に
寄
与
し
て

き
ま
し
た
。
山
中
を
任
さ
れ

て
い
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
忘

れ
ず
に
継
承
し
て
い
き
た
い

こ
と
の
一
つ
で
す
。

未
来
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
募
金

　

１
０
０
周
年
に
あ
た
り
、

キ
ャ
ン
プ
場
の
持
続
的
な
発

展
の
た
め
の
「
山
中
湖
セ
ン

タ
ー
１
０
０
周
年
記
念
募

金
」
を
行
っ
て
い
ま
す
（
＝

下
記
参
照
）。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
に
よ
り
、
こ
れ

か
ら
も
山
中
が
あ
り
続
け
、

未
来
に
向
け
て
そ
の
価
値
を

高
め
て
い
く
た
め
の
準
備
に

取
り
組
む
所
存
で
す
。
お
預

か
り
す
る
募
金
は
、
次
の
よ

う
に
用
い
ま
す
。

募
金
の
使
途

①�

子
ど
も
た
ち
１
０
０
人
を

キ
ャ
ン
プ
に
招
待

②�

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
施
設
の
新
設

③�

宿
泊
棟
内
の
各
設
備
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

豊
か
な
体
験
を
通
し
て
成
長

で
き
る
機
会
を
作
り
、
新
た

な
体
験
の
場
を
設
け
る
こ
と

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
成
功
体
験

の
積
み
重
ね
、
他
者
と
の
協

力
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
生
き
る
た
め
に
必
要
な
力

を
育
み
ま
す
。
ま
た
、
施
設

が
よ
り
良
く
な
る
こ
と
で
、

キ
ャ
ン
プ
で
育
っ
た
人
た
ち

が
何
歳
に
な
っ
て
も
集
い
心

を
通
わ
せ
る
場
所
に
、
こ
れ

か
ら
利
用
す
る
方
々
が
次
は

家
族
や
仲
間
と
来
た
い
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
故
郷
の
よ

う
な
場
所
に
な
れ
た
ら
と
願

っ
て
い
ま
す
。

山
中
が
あ
り 

続
け
る
理
由

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
は
、
募
金
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
の
山
中
に
対
す

る
思
い
、
願
い
が
見
て
と
れ

ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉

が
私
た
ち
へ
の
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
あ
り
、
山
中
が
こ
こ

に
あ
り
続
け
て
き
た
価
値
を

教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
般
募
金
で
も
、
山
中

に
思
い
を
持
つ
個
人
、
団
体

か
ら
期
待
や
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
共
に
多
く
の
募
金
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
多
く
の
思
い
で
つ
づ
ら

れ
て
き
た
ペ
ー
ジ
を
さ
ら
に

増
や
し
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
今
の
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
大
切
な
役
割
だ
と
認
識

し
ま
す
。

皆
様
と
共
に
、 

次
の
１
０
０
年
も

　

キ
ャ
ン
プ
の
持
つ
力
や
魅

力
は
、
い
つ
の
時
代
で
も
変

わ
ら
な
い
普
遍
的
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
１
０
０
年
の
思

い
が
詰
め
込
ま
れ
た
こ
の
場

所
で
、
富
士
山
と
四
季
折
々

の
自
然
の
中
に
身
を
置
く

と
、
都
会
や
日
常
と
は
違
っ

た
時
が
流
れ
ま
す
。
そ
の
中

で
得
る
か
け
が
え
の
な
い
体

験
は
、
今
だ
け
で
な
く
将
来

を
生
き
る
力
を
育
ん
で
く

れ
、
そ
れ
こ
そ
が
「
限
り
な

い
成
長
」
に
寄
り
添
う
場
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
山
中
湖
セ
ン

タ
ー
が
多
く
の
方
に
必
要
と

さ
れ
、
よ
り
価
値
の
あ
る
場

所
と
し
て
あ
り
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
を

心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
皆
様
と
共
に
、
こ
れ
か

ら
の
山
中
の
ペ
ー
ジ
を
さ
ら

に
多
く
の
思
い
や
物
語
で
つ

づ
っ
て
い
け
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

（
山
中
湖
セ
ン
タ
ー
所
長　

中
里　

敦
）

　

改
訂
後
の
幼

稚
園
教
育
要
領

に
は
「
幼
児
が

身
近
な
環
境
に

主
体
的
に
関
わ

り
、
環
境
と
の

関
わ
り
方
や
意

味
に
気
づ
き
、

そ
れ
ら
を
取
り

込
も
う
と
試
行
錯
誤
し
た
り

考
え
た
り
す
る
た
め
に
、
幼

児
期
の
教
育
に
お
け
る
見
方

・
考
え
方
を
生
か
し
、
幼
児

と
共
に
よ
り
良
い
教
育
環
境

を
創
造
す
る
」
と
あ
る
。
教

育
環
境
の
重
要
性
を
深
く
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
▼
コ

ロ
ナ
禍
の
３
年
間
、
他
園
で

は
多
く
の
行
事
が
中
止
さ
れ

た
と
聞
く
。
し
か
し
、
自
園

で
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
変
わ
り

は
な
く
、
そ
の
た
め
の
教
育

を
滞
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
の
思
い
か
ら
、
で
き

る
工
夫
を
し
、
保
育
を
展
開

し
た
。
行
事
を
行
う
環
境
が

課
題
と
な
っ
た
が
、
運
動
会

は
江
東
セ
ン
タ
ー
経
由
で
借

り
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
全
園
児

が
集
ま
っ
て
実
施
で
き
、
年

長
児
の
宿
泊
保
育
も
山
中
湖

セ
ン
タ
ー
を
占
有
し
て
実
施

で
き
た
。
▼
子
ど
も
た
ち
が

何
一
つ
行
事
を
諦
め
な
か
っ

た
園
生
活
。
各
部
署
が
支
え

合
う
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
総
合
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
教
育
環
境
に

恵
ま
れ
、
使
命
の
下
、
保
育

者
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

大
切
な
こ
と
を
常
に
探
し
求

め
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
保
育
・
教

育
は
、
未
来
を
創
り
主
体
的

に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
心

身
の
育
成
に
非
常
に
重
要
な

役
割
を
担
い
続
け
る
。

（
江
東
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
幼
稚
園　

園
長　

駿
河
幸
子
）

人々に愛され、進化し続けるキャンプ場

東京YMCA山中湖センターの次の１００年に向けて、
皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

【募金目標額】２,０００万円
【募 金 方 法】①�クラウドファンディング
　　　　　　　　（２０２３年１０月１日～１２月３０日）
　　　　　　　②�銀行振込、窓口募金
　　　　　　　　（２０２３年１１月１日～２０２４年３月３１日） 詳細はこちら

クラウドファンディング

～未来の子どもたちにできること～

山中湖センター１００周年記念募金

温かい応援コメントにも、ぜひご注目ください。
クラウドファンディングのサイトはこちら

1,000万円最終目標

山中湖センター１００周年

１
９
５
０
年
の
原
さ
ん
一
家
。

右
か
ら
直
治
郎
さ
ん
、博
直
さ
ん
、

直
義
さ
ん
、
由
子
さ
ん

毎月10日発行　第807号（通巻1311号）
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みつかる。つながる。よくなっていく。

東京YMCA
東京YMCAは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京YMCAの使命
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　９月初旬に
チームメンバ
ーが決まり、
ランチタイム
を利用して全
員でコスチュ
ームを制作し
ました。今年のテーマは大河ドラマと大谷翔平
選手。社内には寄付の精神が根付いており、コ
スチュームの材料費も社員の募金で賄いまし
た。すべての部署で日頃から社会貢献や環境問
題などについて話しているため、できるところ
から行動に移していこうとする風潮がありま
す。第１回目から参加しているチャリティーラ
ンは、個人としても会社としても貢献でき、社
会的意義はもちろん、楽しさもあるので、社内
の文化の一部になっています。ウォーキングに
参加したチームも、写真を送り合ったりするな
ど、オンラインでも連帯感を出しながら楽しく
参加しました。

　障がいのある子どもたちを支援する「東京ＹＭＣＡインターナショナル
・チャリティーラン」。今年は初めての試みとして、駅伝大会とオンライ
ンのウオーキング大会を同時開催し、合わせて５０チームの参加がありま
した。
　この大会は、障がいのある子どもたちの支援と、「障がい」への社会的
関心を高めることを目的とする駅伝大会で、１９８７年に東京で始まりまし
た。現在では全国２１カ所のＹＭＣＡで開催されています。
　９月２３日（土祝）、都立木場公園で開催した駅伝大会には、３８チーム計

２８８人が参加。レース前の「こどもラン」に参加した幼児・小学生と保護者
約３００人、ボランティア・スタッフ約２３０人と応援者を合わせると、来場
者は１,５００人を超えました。
　一方、コロナ禍で定着したオンラインのウォーキング大会には、約６７０
人が参加しました。
　駅伝大会とウォーキング大会による今年の支援金総額は、５,１７６,０００円
となりました。心より感謝申し上げます。

元気いっぱいの「こどもラン」雨の中、開会準備に励むボランティア １位の「しののめレッド」

チャリティーラン
参加者の声

「チームどうするどうする」 
Cargill Japan LLC　山本友香里さん

★ コスチューム賞

　今年のチャリティーランは、４年ぶりに木場公園で開
催できました。「こどもラン」では、あいにくの雨の中
でも多くの幼児・小学生の元気な声が溢れ、大人の駅伝
大会では、雨もあがり、沿道の声援に押されながら頑張
るランナーの姿が戻ってきました。会場に集まり対面で声を掛け合いなが
ら、参加することの喜びを改めて実感できた大会となりました。
　この大会は、当初より国籍や年齢、障がいの有無によらず多彩なチーム
が一緒に走ることを特徴としてきました。今年も視覚障がいのある方が伴
走者と一緒に走る「バンバンクラブ」や、東京ＹＭＣＡの知的障がい者グ
ループなど、約４０人の障がい者ランナーが快走し、支援をする人も受け
る人も一緒に楽しむ大会となりました。

　多くの会員の皆様にボランティアとしてお手伝いいただき、また、社会
体育・保育専門学校を含む各専門学校の学生さんなども、これまで以上に
主体的に関わっていただきました。本当にありがとうございました。
　駅伝大会と同時に、スマホアプリを利用したウォーキング大会を、今年
も引き続き開催しました。走ることが難しい方や遠く離れた地にいる方で
も気軽に参加できることから好評を得ております。リアルな触れ合いを大
切にしながら、ＩＴを利用して多様な方々に参加いただける、ＹＭＣＡな
らではの大会になったのではないかと思います。
　全国スポンサーである三菱商事株式会社様を含む多くの協賛企業様や、
ワイズメンズクラブなど多くの団体様にもご支援ご参加いただきました。
改めて感謝申し上げます。
　来年も是非引き続きご協力ご協賛いただくと共に、一人でも多くの方に
再度ご参加いただきますようお願いを申し上げます。

大会実行委員長　上田晶平さん

　私たち東京YMCA
社会体育・保育専門学
校社会体育専門課程２
年生は、運営スタッフ
として携わりました。
事前準備の段階から、実行委員会への出席、木場
公園での大会告知ポスターの掲示、前日の備品搬
入作業など、関わる機会が多くありました。当日
の私の役割は司会進行です。大勢の人の前で話す
ことをあまり経験したことがなく、とても緊張し
ていましたが、同じく司会進行役のクリスさんと
本番前に練習をし、より良い開会式にするために
相談したおかげで、本番では堂々と話すことがで
きました。私以外にも社体保の学生はコース誘
導、救護ブース、準備体操、代走などを担当しま
したが、自分の役割が終わっても満足せずに、自
分でできることを探して行動に移していたと思い
ます。今回、社体保の学生が中心となってチャリテ
ィーランを運営し、社会に貢献できる喜びや重要
性を学ぶことができたと感じています。

東京YMCA社会体育・保育専門学校２年
冨山さくらさん

★運営スタッフ

司会進行を担当した冨山さん（左）とクリスさん

＜チャリティーランの詳細はホームページで＞

・入賞チーム一覧
・参加・協賛一覧
・フォトギャラリーなど

駅伝大会 ウォーキング大会 フォトギャラリー

「バンバンクラブ『OUR TEAM』」
バンバンクラブ　ガーリックさん、みーやんさん

★３７回大会賞、最高年齢賞

　バンバンクラ
ブ（伴走伴歩ク
ラブ）は、視覚
障がいなどの方
と聾者・晴眼者
がペアになり、
世界の大会への
出走を目指して毎週土曜に代々木公園や新横浜
などでラン練習をしているクラブです。
　今回、三菱商事「ＤＲＥＡＭ　ＡＳ　ＯＮＥ．」
とタイアップして２度目、伴走者を含む３チー
ム３４人が参加しました。網膜色素変性症のぶ
んたさんは、「走ることで障がいのある子ども
たちを勇気づけたい。大会を盛り上げたい」と
話します。
　ラン好きの皆さん、次回のチャリティーラン
は当クラブからペア参加しません
か？
　入会やクラブについての詳細
は、ホームページをご覧ください。

第３７回　インターナショナル・チャリティーラン

４年ぶり駅伝大会　1,５００人集う

オンラインウォーキング　約6,1３1万歩（＝約４３,０００㎞）

障がいのある子どもたちを支援
東 京 Y M C A （2）第807号2023年11月10日



　

９
月
１５
日
〜
２０
日
、
南
イ

ン
ド
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
に
て
第

２１
回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
大
会
が
行
わ
れ
、
２１
の

国
と
地
域
か
ら
３
４
４
人

（
う
ち
ユ
ー
ス
１
３
０
人
）、

日
本
か
ら
は
４５
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
前
回
大
会
以
降
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的

な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
そ
れ
ぞ

れ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
経
験
し
、

今
回
の
大
会
は
ア
ジ
ア
太
平

洋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
（
＝
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｙ
）
が
コ
ロ
ナ
禍
後
に
初

め
て
開
催
す
る
大
規
模
な
会

合
で
す
。

　

本
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
回

復
力
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
と
し
て
共
に
歩
む
：
Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
０
を
通
し

て
の
生
き
方
の
変
革
」。
世

界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
総
主
事
カ

ル
ロ
ス
・
サ
ン
ヴ
ィ
ー
氏
に

よ
る
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０

　

９
月
１３
日
〜
１５
日
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
大
会

に
先
立
ち
「
第
１
回
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
、
１１
の
国
と
地
域

か
ら
７３
人
（
男
性
２１
人
／
女

性
５２
人
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

お
け
る
女
性
の
実
状
や
厳
し

い
側
面
が
紹
介
さ
れ
、
各
国

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い

て
の
懸
念
を
共
有
し
つ
つ
、

学
び
、
理
解
す
る
場
で
す
。

今
後
４
年
間
の
目
標
と
な
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
正
義
に
対
す

る
文
書
」
の
提
言
も
な
さ

れ
、
そ
の
後
の
本
大
会
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
（
＝
下
記
参

照
）。

　

基
調
講
演
で
は
、
特
に
イ

ン
ド
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

全
体
の
女
性
の
問
題
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ネ

リ
ス
ト
か
ら
は
、
女
性
の
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
へ
の
包
括

的
な
参
加
、
リ
ソ
ー
ス
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
平
等
、

そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

機
会
に
お
け
る
公
平
性
に
対

す
る
女
性
の
闘
い
が
紹
介
さ

れ
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
Ｉ
Ａ
＋
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
（
※
）
が
直

面
す
る
問
題
に
つ
い
て
も
言

及
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
を
含
め
特
に
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
課
題
は
根
深

く
、
宗
教
的
規
範
や
文
化
、

社
会
状
況
に
大
き
な
影
響
を

受
け
、
遅
れ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
し
て
課
題
に
向

き
合
い
、
内
部
か
ら
の
変
革

を
推
進
し
て
い
く
力
も
感
じ

ら
れ
る
第
１
回
目
の
記
念
す

べ
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。

　

日
本
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
も
こ
の

流
れ
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
多
様
性
、
包
括
性
を

も
つ
組
織
と
し
て
あ
る
べ
き

姿
を
模
索
し
な
が
ら
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
て
世
界

の
仲
間
と
共
に
歩
み
を
進
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
雲
児
童
館　

館
長

岡
田
ナ
ス
カ
）

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
正

義
に
対
す
る
文
書
」

➀　

差
別
の
な
い
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
な
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す

➁　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
応
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
ま

す➂　

組
織
内
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す

➃　

ス
タ
ッ
フ
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
に
関
す
る
知
識
と
理
解
を

高
め
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す

➄　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
公
正
を

促
進
す
る
法
律
や
政
策
を
推

進
し
ま
す

➅　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
を

取
り
入
れ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
促
進
し
ま
す

➆　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価

を
行
い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
戦

略
を
継
続
的
に
改
善
す
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す

➇　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目

指
す
志
を
同
じ
く
す
る
団
体

に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
協

力
を
積
極
的
に
求
め
ま
す

➈　

各
加
盟
団
体
が
理
事
会

承
認
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ジ

ャ
ス
テ
ィ
ス
・
ポ
リ
シ
ー
を

持
つ
こ
と
を
求
め
ま
す

➉　

本
方
針
の
採
択
か
ら
３

年
以
内
に
、
す
べ
て
の
加
盟

団
体
が
以
下
の
よ
う
な
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
・
ポ

リ
シ
ー
を
更
新
ま
た
は
作
成

す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す

※Ｌ
ｅ
ｓ
ｂ
ｉ
ａ
ｎ
（
レ
ス
ビ

ア
ン
）、
Ｇ
ａ
ｙ
（
ゲ
イ
）、

Ｂ
ｉ
ｓ
ｅ
ｘ
ｕ
ａ
ｌ
（
バ
イ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
）、
Ｔ
ｒ
ａ

ｎ
ｓ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
（
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）、
Ｑ
ｕ

ｅ
ｅ
ｒ
／
Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
（
ク
ィ
ア
／
ク
エ

ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
）、
Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ｘ
（
イ
ン
タ
ー
セ

ッ
ク
ス
）、
Ａ
ｓ
ｅ
ｘ
ｕ
ａ

ｌ
（
ア
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
）
の

頭
文
字
。
こ
れ
ら
の
頭
文
字

に
入
っ
て
い
な
い
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
も
い
る
こ
と
か

ら
、多
く
の
場
合
最
後
に「
＋

（
プ
ラ
ス
）」が
付
け
ら
れ
る
。

　

９
月
１３
日
〜
１５
日
、
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
大
会

に
先
立
ち
、
１８
歳
か
ら
３０
歳

を
対
象
と
し
た
ユ
ー
ス
ア
ッ

セ
ン
ブ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
の
国
と
地
域
か
ら
約
１
３

０
人
が
集
ま
り
、
日
本
か
ら

は
３１
人
が
参
加
。
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
、
ダ
ン
ス
な
ど
で
徐

々
に
仲
を
深
め
な
が
ら
、
非

常
に
中
身
の
濃
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
で
は
、

各
々
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
関
わ
っ

た
経
緯
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
思

い
出
に
残
っ
て
い
る
出
来

事
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
普
段
の

活
動
な
ど
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
語
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
各
国
で
若
者
が
直
面
し

て
い
る
社
会
問
題
を
挙
げ
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
そ
の
よ
う
な
問

題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

い
け
る
か
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。
特
に
、
最

終
日
の
韓
国
と
日
本
と
の
グ

ル
ー
プ
討
議
で
は
、
現
代
な

ら
で
は
の
課
題
を
共
有
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
ル

ー
ル
の
厳
粛
化
と
公
園
の
減

少
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
た
ち

の
遊
ぶ
機
会
の
減
少
を
挙

げ
、
韓
国
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

脅
迫
や
、
そ
れ
が
実
行
に
移

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
恐
怖

か
ら
街
中
を
歩
く
大
変
さ
を

取
り
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
私
た
ち

は
、
社
会
的
な
連

携
を
強
め
、
多
様

な
人
々
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ
い
て

知
り
、
互
い
を
受
け
入
れ
尊

重
す
る
機
会
を
い
た
だ
け
た

こ
と
、
海
外
で
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

一
員
と
し
て
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
地
域
の
人
々
と
共
に
同
じ

時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
を
、

非
常
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
に
ほ
ん
ご
学
院　

方
波
見

　

篤
）

３
０
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
他
、
基
調
講
演
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
場
が
持
た
れ
、

過
去
４
年
間
の
評
価
と
共

に
、
今
後
の
４
年
間
に
向
け

た
運
動
の
方
向
性
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

間
、
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
希
望
と

勇
気
を
持
っ
て
困
難
に
立
ち

向
か
い
、
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
、
組
織
的
に
も
回
復

力
を
試
さ
れ
る
機
会
が
多
く

あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ら
を
支

援
と
連
帯
に
よ
っ
て
切
り
抜

け
て
き
た
こ
と
が
共
有
さ

れ
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
仲
間
と
の

再
会
を
喜
ぶ
場
面
も
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
理
事
と
役
員
の
選

出
も
行
わ
れ
、
岡
戸
良
子
さ

ん
（
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
常

議
員
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議

員
）
が
理
事
を
退
任
し
、
山

本
俊
正
さ
ん
（
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
同
盟
常
議
員
、
大
阪
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
常
議

員
）
が
会
計
担
当
理
事
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。（
東
雲
児

童
館　

館
長　

岡
田
ナ
ス
カ
）

第
１
回

第
２１
回

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
大
会

第
５
回

ユ
ー
ス
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー

今後４年間の運動の方向性
・�取り巻く地域社会により良い力を与え続ける
・�公正で持続可能、公平で包摂的な世界を築くため、
VISION２０３０が掲げる「すべての人が自己と社会と平和
に調和して生きる世界」を目標としていく
・�各地の状況や現実に即しながら、４つの柱を元に優先課
題を見つけ推進していく

「VISION２０３０」が掲げる４つの柱（重点項目）
２０３０年に向けて世界のＹＭＣＡが一致して掲げる行動目
標。このビジョンにそって各国・地域のＹＭＣＡがそれぞ
れの社会的文化的背景を尊重しながら地域課題に取り組
み、社会へ大きなインパクトを与えることを目指す。
１．Community�Wellbeing―心と身体の健康のために
２．Meaningful�Work―やりがいのある仕事と環境の創造
３．Sustainable�Planet―持続可能な地球のために
４．Just�World―公正な世界の実現のために
� （２０２２年７月第２０回世界YMCA大会採択）

回
復
力
の
あ
る

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
目
指
し
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進
す
る
力
に

連
携
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を

前列右から2人目が方波見　篤

東京ーNY　フロストバレー便り
＊ニューヨーク近郊の日系人を対象にキャンプ等を行っている「東京－フロストバレー
ＹＭＣＡパートナーシップ」。現地に出向中のスタッフからのお便りを紹介します。

　ア メ リ カ の 長 い 夏 休
み、サマーキャンプはも
っともポピュラーな子ど
もたちの過ごし方だ。
　この夏も、ニューヨー
ク近郊に在住の日本に縁
のある子どもたち２８０人
が、大自然の中で元気に
たくましく仲間と過ごし
た。海外渡航制限が緩和
され、久しぶりに日本へ
一時帰国をする家族も多
い中であったが、キャンプはほぼ満員となり、日本から夏休みを利用して参加
する子どもも数人いた。フロストバレーY M C A全体では、サマーキャンプに3 ,０００
人を超える子どもたちが参加し、コロナ禍前と変わらない水準に戻ることがで
きた。
　１９７９年にスタートした東京パートナーシップのキャンプは、時代に合わせ
て運営方法も変化させてきた。近年は米国永住者の参加が増加傾向にあり、自
宅で使用する言語についてのアンケートでは、参加者の約２人に１人が、自宅
でも半分以上の時間を英語で会話すると回答があった。ご両親のどちらかが日
本語を母語としない方も多い。コロナ禍を経て、差別や偏見を見聞きする機会
が増え、子どもたちの意識や知識も変わってきている。文化と文化の狭間で育
つ子どもたちの苦悩を垣間見る場面も多くなった。
　「仲間と出会い、安心できる環境の中でアイデンティティを築く」―これは
いつの時代も変わらないテーマだ。この春にフロストバレーY M C Aの新C E Oに
就任したリエル・ピアブームス（Riel Peerbooms）氏は、東京パートナーシ
ップのキャンプを実際に見て、キャンパーと直接話し、このキャンプの大切さ
を深められたと話してくれた。リエル氏が「なぜキャンプに来るのか？」と質
問すると、子どもたちは「ここはセカンドホームだから」「ここは自分らしく
いられる場所だから」「リーダーがいるから」など、次々に手を挙げて想いを
伝えた。
　来年のサマーキャンプの受付は１２月１日から始まる。自己を確立し国際人
としての足場を築いていく、そんな貴重な機会を引き続き提供できるよう、し
っかりと準備をしていきたい。
 （東京－フロストバレーＹＭＣＡパートナーシップ　星住秀一）

東 京 Y M C A（3） 第807号2023年11月10日


